
 常務取締役の坂井です。

 本日はお忙しい中、決算説明会にご参加いただきありがとうございます。
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 まず、2021年3月期第3四半期決算と通期業績予想についてご説明いたします。
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 第3四半期決算と通期業績予想修正のハイライトです。

 12月から新型コロナウイルス感染症がさらに拡大し、１月からは緊急事態宣言
ということで、鉄道を中心にご利用が想定より落ち込んでおりますので、今回、
修正することとしました。
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 コストダウンについてです。

 損益の部分ですが、JR東日本とグループ会社合わせて通期で920億円のコスト
ダウンを計画していましたが、第3四半期で1,055億円まで進捗しました。

 計画を上積みして、年度末までに1,315億円のコストダウンを行っていきます。

 JR東日本においては、賞与の削減、物品費、広告宣伝費、警備費などの見直
しを行い、グループ会社も同様にコストダウンに取り組んでいきます。
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 運輸収入の状況です。

 合計しますと、新型コロナウイルスの影響で6,950億円の影響がありました。
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 特殊要素を除いた運輸収入について、対前年比の見通しを表したグラフです。

 黒の点線が9月時点の見通しで、12月まではこの想定を上回る実績で推移し、
第3四半期は計画を超える実績でした。

 足元は非常に低い水準が続いており、2月までこの影響が続いた後、3月以降
に徐々に回復すると想定していますが、9月時点の見通しより回復が遅れること
になります。

 その結果、在来線関東圏で475億円、新幹線で65億円、定期で180億円のほか、
在来線その他も合わせて770億円の下方修正としています。
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 特殊要素も合計した運輸収入について、区分ごとにパーセンテージで表記して
います。
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 営業費用の第3四半期実績です。
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 営業費用の通期計画です。

 先ほどご紹介したコストダウンの上積みも入れていますので、営業費用合計で
9月計画から△340億円としています。
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 運輸事業です。

 新型コロナウイルスの影響額は7,300億円となっていますが、鉄道事業に加え
て、バス、モノレールなども大きな影響を受けています。

 収入の見通しは5割程度としていますが、9月計画では8割でした。

 新幹線方面別輸送量ですが、北陸新幹線の10月と11月が高くなっているのは、
昨年度の台風の反動が影響しています。
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 流通・サービス事業です。

 9月計画から420億円の下方修正としておりますが、コストダウンを行うことで営
業利益は変更していません。

 収入の見通しですが、流通・サービス事業は鉄道事業の影響が大きいこともあ
り、9月計画と比較して、若干見通しを引き下げています。

 エキナカ店舗の中でも、飲食が苦戦している状況です。
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 不動産・ホテル事業です。

 9月計画から290億円の下方修正としておりますが、年度末の収入見通しは9月
計画から変えていません。

 オフィス事業は堅調であるほか、ショッピングセンター事業も流通・サービス事
業と比べると比較的影響が軽微であることから、年度末時点ではこの程度まで
回復すると見込んでいます。

 ホテル事業は、足元も厳しい状況ではありますが、緊急事態宣言が2月いっぱ
いという想定でおり、そこから徐々に回復して年度末には6割と見込んでおりま
す。
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 その他です。

 このセグメントでは、営業収益、営業利益ともに10億円の上方修正としています。

 これは、主に、JR東日本メカトロニクスでの電子マネー端末の販売増を見込ん
でいるものです。
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 営業外損益と特別損益です。

 営業外損益で120億円の下方修正としていますが、これは、持分法投資損失を
見込んでいることによるものです。

 特別損益は変更しておりません。
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 設備投資についてです。

 今年度の計画は7,110億円ということで、計画は変えていません。

 第3四半期までの実績は3,931億円で、計画通りに進捗しています。
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 有利子負債残高の推移です。

 第3四半期末時点でのネット有利子負債は3兆9,202億円となりました。
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 資金調達についてです。

 資金調達の方針は変えていません。

 12月末時点で、発行枠・契約金額の合計が1兆3,500億円ありますので、残りの
枠としても十分な水準を確保しています。
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 新たな数値目標を設定するに至った背景ですが、現在の目標は2018年7月に
出したものであり、経営環境は大きく変わりました。

 今年の9月に「変革のスピードアップ」を発表し、そこで掲げた取り組みも順次進
めておりますので、これらの成果なども加えた上で、2025年までの5カ年の目標
として今回発表しました。
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 こちらが具体的な数値目標です。
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 セグメント別の営業収益と営業利益です。

 来年度から「収益認識に関する会計基準」が適用になりますが、従来基準での
比較ができるように、適用による影響を除いた金額を参考値で記載しています。

 2025年度は、運輸事業とそれ以外の事業の比率は概ね６対４ですが、将来は５
対５を目指していきます。
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 運輸事業です。

 運輸収入については、基礎的な収入を見通した上で、中央快速線へのグリーン
車導入、イールド管理などの営業施策、インバウンドなどで上積みを図っていき
ます。

 人件費は、大量退職の時期が間もなく終わりますが、採用数もコントロールして
いくことで、全体としては概ね2020年度の水準に抑えていく計画です。

 修繕費は、ホームドア整備などで設備量が増えていくところですが、鉄道設備
のスリム化なども行っていくことで、2,850億円程度に抑制していきます。

 減価償却費など増える要素もありますが、これらを通して営業費用全体では、
2020年度から微増にとどめていく計画です。
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 運輸収入のうち、基礎的な収入に対する中期的な見通しです。

 2021年度の第3四半期頃にウィズコロナの定常状態に到達することを見込んで
います。

 その後、新型コロナウイルスが収束してポストコロナの定常状態になっていき、
基礎的な収入としては以前の9割程度の水準と見込んでいます。
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 流通・サービス事業です。

 鉄道のご利用に連動する部分が大きいので、記載のような回復水準を見込ん
でいます。

 2021年4月に予定しておりますが、グループ会社の再編を行うことで、より戦略
的、より効率的な事業運営を行っていきます。

 その他、シェアオフィス、新幹線などを使った荷物輸送である「暮らしお届け
サービス」、JRE MALLなどを進めていき、大きな事業の柱にしていきたいと考
えています。
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 不動産・ホテル事業です。

 既存店の成長のほか、品川開発プロジェクトも開業しますので、成長投資を着
実に進めることで、収益と利益を伸ばしていきます。

 これまでよりも利益率が低下していますが、従来の開発件名と比較して相対的
に利益率が劣るものがあることによりますが、会社再編などを含めて効率的な
事業運営を行い、コストダウンも進めることで、利益率を上げていきます。
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 その他です。

 ポストコロナ社会におけるキャッシュレス化はクレジットカード事業、Suica電子
マネー事業の追い風となりますので、これらの事業の成長を図っていきます。

 Suica電子マネー事業は、2025年度には現在の2倍程度に伸ばす目標としてい
ます。
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 資金調達と資金使途の考え方です。

 設備投資、株主還元は営業キャッシュ・フローを充てていきますが、不足する部
分は社債、借入金、資産流動化等で賄っていきます。

 社債、借入金、流動化で4,000億円程度と見込んでおり、そのうち、有利子負債
での調達は2,000億円程度にとどめ、残りは不動産ファンド等を活用して1,000億
円以上調達し、政策保有株式も保有の必要性を見極めて売却も検討していき
ます。

 フリーキャッシュ・フローは2023年度に黒字になることを見込んでいます。
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 設備投資の実施方針です。

 成長投資は着実に実施していき、維持更新投資は、安全は確保しながら抑制し
ていきます。

 重点枠（イノベーション投資等）についても技術革新等に資する投資を推進しま
す。

 品川開発プロジェクトは2022年度から2024年度がピークになりますので、成長
投資は大きく増加しています。
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 負債の管理方針です。

 従来から、ネット有利子負債/EBITDA倍率について3.5倍程度をひとつの目安と
してきました。

 来年度もかなり高い水準が想定されますが、その後は着実に倍率を下げてい
き、2025年度には5倍以下とし、その後も従来からの目安である3.5倍程度を目
指していきます。
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 株主還元の方針です。

 中長期的に総還元性向40％、配当性向30％という目標を維持していきます。
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 具体的な取り組みの数値目標です。

 従来から目標を設定しておりましたが、今回はさらにブラッシュアップした設定と
しています。

 環境に関する目標を2つ記載しております。
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 以下は参考資料です。

 ありがとうございました。
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